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底層（B-1m層）塩分は年間を通じて概ね平年値並で推

移した。その一方で，5～7月には，数回にわたって塩分
濃度が急上昇する現象が認められた（図3-1）。これは黒

潮系暖水の底層浸入に起因した現象と理解できる。ただ

し，その規模や回数は，昨年に比べると弱いと推測して

いる。 
 

3) 溶存酸素量 

図4にSt.A，St.C，St.Dにおける底層（B-1m層）溶存酸

素量の平年偏差の推移を示した。6～7月における底層の
溶存酸素量は，全域で平年値より高めで推移した。外洋

水の底層浸入が夏季の貧酸素水塊の発達を抑制した可能

性が高い。しかし湾奥部のSt.Aでは8月に急速に貧酸素化

した。外洋水の底層浸入が8月には見られなくなったこと
に加え，強い成層のため安定した底層付近で急速に酸素

が消費されたためである。 

 

4) プランクトン出現状況 
(1) 英虞湾内における赤潮発生状況 

平成24年の赤潮発生件数は前年と同じ計4件で，うち1件

は3種の複合赤潮となった。それぞれの概要は以下の通り

である。 
①8月22日に湾奥部の半女地先でダクチリオソレン･

フラギリッシムス（Dactyliosolen fragilissimus）によ
る赤潮を確認。ほかにレプトキリンドルス･ダニク

ス（Leptocylindrus danicus）やシュードニッチア
（Pseudo-nitzschia sp.）も多数確認された。漁業被

害は無かった。 

②9月10日に湾奥部の鵜方浜でヘテロシグマ･アカシ

オ（Heterosigma akashiwo）による赤潮を確認。漁
業被害はなかった。 

③3種の複合赤潮。9月18に湾奥部の立神浦でシャッ

トネラ･マリーナ（Chattonella marina）による赤潮
を確認。10月7日に赤潮は解消した。9月21日に湾奥
部の立神浦と間崎島でヘテロカプサ･サーキュラリ

スカーマによる赤潮を確認。10月9日を最後に赤潮

は解消した。9月20日に湾奥部の立神浦でカレニア･

ミキモトイ（Karenia mikimotoi）の赤潮が確認され
た。9月28日に赤潮は解消した。少数の漁業被害が

立神浦を中心に少数みられた。 

④9月24日に湾奥部の汐本浦最奧部の地先にて渦鞭

毛藻類不明種の赤潮を確認。9月28日には減少が確
認された。漁業被害は無かった。 

 

 (2) シャットネラ･マリーナ，ヘテロカプサ・サーキュ

ラリスカーマ，カレニア・ミキモトイ 
 

9月18日に立神浦で確認されたシャットネラ･マリーナ

赤潮は，9月26日に最高細胞数の800cells/ml（立石浦･表
層）を記録したあと，10月7日に解消した。湾中央部や湾

口部では赤潮に至らず，遊泳細胞は10月9日には確認され

なくなった。 

9月18日に立神浦と間崎島周辺で初認されたヘテロカ
プサ・サーキュラリスカーマは9月21日に赤潮化した。9

月30日に通過した台風17号により鉛直混合や拡散が進み，

10月1日に最高細胞数の17,400cells/ml（平田・表層着色域）

が確認された。10月5日には湾全域に広がったが，立神浦
とその隣接域以外では1,000cells/ml未満であった。10月9

日には急速な減少がみられ，同日を最後に赤潮は解消さ

れた。 

9月19日に立神浦と鵜方浜で初認され，9月20日に立神
浦でカレニア･ミキモトイの赤潮が確認された。9月21日

に最高細胞数の1,705cells/ml（立神･3m層）が確認され，

9月28日を最後には赤潮は解消した。同種の赤潮は鵜方浜

・立神浦・間崎島周辺のみで確認された。10月7日には遊
泳細胞が確認されなくなった。 

英虞湾におけるヘテロカプサ・サーキュラリスカーマ

の出現は，例年6～7月に始まり，8月に本格化することが

多い。平成24年の初認（9月18日，立神浦）及び赤潮形成
時期（9月21日）は平成4年の発生以降，最も遅かった。 

なお，シャットネラ･マリーナは10cells/ml以上，ヘテロ

カプサ・サーキュラリスカーマは100cells/ml以上，カレ

ニア・ミキモトイは100cells/ml以上を赤潮とした。 
 

(3) 渦鞭毛藻類不明種 

9月24日に漁業者が汐本浦最奧部の着色水を採水した。着

色域は極めて狭く同浦の漁業者でも知らない者が多かっ

た。細胞は約15μmと小型であるものの，アレキサンド

リウム（Alexandrium）属に似ているため，瀬戸内海区水
研に麻痺性貝毒の分析を依頼した。高速液体クロマトグ

ラフィーで毒成分を分析した結果，GTX群･C群･STX群
いずれも未検出であった。 

 

2. プランクトン速報の発行 

例年同様，水温，塩分，溶存酸素量，ヘテロカプサや

珪藻等の出現状況を掲載した。本年度は計 51回発行した。 

なお，より分かりやすい様式に改善すると共に，ホー

ムページからの印刷は鮮明でその利用が多いことから，7

月 11月発行（24-27号）からファックスによる情報提供
を中止した。 

 

関連報文  

志摩市・三重県水産研究所（2013）：平成 24年度英虞
湾汚染対策調査報告書 
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(H24年) (H25年)
3/2 4/13 5/11 6/1 7/6 8/3
定期 定期 定期 定期 定期 定期

1 伊勢湾（松阪） アサリ ND ND ND ND － －
2 鳥羽（浦村） マガキ ND ND ND ND － －
3 的矢湾（的矢） ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ND － － － － －

マガキ － ND ND － － －
イワガキ － － － － － －

ヒオウギ － － － ND － －
4 志摩・英虞湾（鵜方） ヒオウギ － ND ND ND ND ND
5 度会（阿曽浦） ヒオウギ ND ND ND ND － －
6 尾鷲・引本湾（矢口浦） アサリ ND ND － － － －

採取日

測点 採取地 貝の種類

（単位：MU/g）

(H24年) (H25年)
4/13 5/11 6/1 6/11 6/22 6/29 7/6 7/13 7/20 7/27 8/3 3/1
定期 定期 定期 定期 定期 定期

臨時 臨時 臨時 臨時 臨時 臨時 臨時
1 伊勢湾（松阪） アサリ ND ND ND － － － － － － － － ND
2 鳥羽（浦村） マガキ ND ND ND － － － － － － － － ND
3 的矢湾（的矢） ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ － － 2 － － － － － － － － ND

マガキ ND ND － － － － － － － － － －
イワガキ － － ND － － － － － － － － －
ヒオウギ － － 5 4 5 1 5 4 5 4 9 3 8 2 6 2 6 － －

4 志摩・英虞湾（鵜方） ヒオウギ ND ND ND － － － ND － － － ND －
5 度会（阿曽浦） ヒオウギ ND ND ND － － － － － － － － ND
6 尾鷲・引本湾（矢口浦） アサリ ND － － － － － － － － － － ND

採取日

測点 採取地 貝の種類

月日 cells/ml
Alexandrium catenella 1 伊勢湾（松阪沖） 3月中旬 3/4 0 01

2 鳥羽（浦村） 5月上旬～6月下旬 6/28 0 18
3 的矢湾（的矢） 3月上旬～7月上旬 5/31 12 40
4 志摩・英虞湾（間崎） 5月下旬 5/21 0 15
5 度会（阿曽浦） 5月中旬～5月下旬 5/24 0 02
臨時 度会（道方浦） 5月上旬 5/10 0 03

Alexandrium tamarense 1 伊勢湾（松阪沖） 4月中旬，翌3月上旬 4/13 2 70
2 鳥羽（浦村） 4月中旬，翌2月下旬 4/12 0 06
3 的矢湾（的矢） 4月中旬～5月中旬，翌2月下旬 4/12 0 09
4 志摩・英虞湾（間崎） 5月上旬～5月中旬 5/7 0 02

Alexandrium pseudogonyaulax 2 鳥羽（浦村） 7月上旬 7/5 0 01
3 的矢湾（的矢） 6月下旬～7月中旬 7/5 0 02
4 志摩・英虞湾（間崎） 5月上旬～7月上旬 5/28 0 05
5 度会（阿曽浦） 5月上旬～7月上旬 7/5 0 05
臨時 度会（道方浦） 5月中旬 5/17 0 01

Alexandrium fraterculus 3 的矢湾（的矢） 7月中旬 7/19 0 06
Alexandrium leei 3 的矢湾（的矢） 8月中旬 8/16 0 08
Alexandrium sp （minutum類似種） 臨時 伊勢湾（四日市沖） 9月上旬 9/6 37 00

最高細胞数
種類 測点 海域（地点） 発生時期

月日 cells/ml
Dinophysis acuminata 1 伊勢湾（松阪沖） 4月中旬～6月上旬 5/14 7 85

2 鳥羽（浦村） 4月中旬～7月中旬 6/7 0 21
3 的矢湾（的矢） 4月上旬～8月下旬 5/24 0 22
4 志摩・英虞湾（間崎） 4月上旬～8月上旬 5/7 0 24
5 度会（阿曽浦） 5月上旬～5月下旬 5/2 0 04
臨時 度会（道方浦） 4月中旬～7月下旬 4/12, 5/2, 5/10, 5/24, 6/7 0 02

6 尾鷲・引本湾（矢口浦） 3月上旬～4月上旬 4/12 0 02
Dinophysis caudata 1 伊勢湾（松阪沖） 5月中旬～6月上旬 5/14, 6/1 0 05

2 鳥羽（浦村） 4月下旬～7月上旬 7/5 0 09
3 的矢湾（的矢） 5月上旬～7月下旬 7/5 0 07
4 志摩・英虞湾（間崎） 4月中旬～7月中旬 5/1 0 23
5 度会（阿曽浦） 4月下旬～7月中旬 4/26, 5/2 0 02
臨時 度会（道方浦） 5月上旬～7月中旬 5/2 0 07

Dinophysis rotundata 1 伊勢湾（松阪沖） 4月中旬～6月上旬 4/13 0 18
2 鳥羽（浦村） 3月下旬～7月中旬 4/12 0 04
3 的矢湾（的矢） 4月中旬～8月下旬 5/31 0 03
4 志摩・英虞湾（間崎） 4月下旬～7月中旬 7/17 0 03
5 度会（阿曽浦） 5月中旬～7月中旬 5/17 0 10
臨時 度会（道方浦） 5月上旬～6月下旬 6/21 0 03

Dinophysis infundibula 1 伊勢湾（松阪沖） 6月上旬 6/1 0 03
2 鳥羽（浦村） 6月上旬～7月上旬 6/7, 7/5 0 01
3 的矢湾（的矢） 4月下旬～5月上旬 4/26, 5/10 0 01
4 志摩・英虞湾（間崎） 5月上旬～6月上旬 5/7 0 02
5 度会（阿曽浦） 4月中旬～7月上旬 5/31 0 03
臨時 度会（道方浦） 4月下旬～6月下旬 5/31, 6/28 0 03

Dinophysis fortii 1 伊勢湾（松阪沖） 5月中旬～6月上旬 6/1 0 03
2 鳥羽（浦村） 7月上旬 7/5 0 01
4 志摩・英虞湾（間崎） 5月上旬～7月上旬 5/1, 6/11, 7/9 0 01
5 度会（阿曽浦） 6月上旬 6/7 0 01
臨時 度会（道方浦） 5月下旬～6月下旬 5/31, 6/28 0 01

Dinophysis mitra 2 鳥羽（浦村） 6月下旬 6/21 0 01
3 的矢湾（的矢） 8月上旬～8月中旬 8/9, 8/16 0 01
4 志摩・英虞湾（間崎） 5月下旬～8月上旬 5/28, 6/18, 7/2, 8/6 0 01
5 度会（阿曽浦） 6月下旬 6/28 0 01
臨時 度会（道方浦） 6月上旬～7月上旬 7/5 0 02

Protoceratium reticulatum 1 伊勢湾（松阪沖） 6月上旬 6/1 0 01
3 的矢湾（的矢） 8月中旬 8/16 0 01
4 志摩・英虞湾（間崎） 7月上旬 7/2 0 01

最高細胞数
種類 測点 海域（地点） 発生時期

表 1. 麻痺性貝毒検査（マウス試験）の結果 

表 2. 麻痺性貝毒原因プランクトンの出現状況 

表 3. 下痢性貝毒検査（マウス試験）の結果 

表 4. 下痢性貝毒原因プランクトンの出現状況 
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のルール化も確立できた．それにより，第２，第３の干潟再生

が実現できた．この干潟再生活動には地元企業が賛同し，C
SRを目的に自社所有の休耕地の再生に着手した．新たな 2

カ所の再生干潟のうち「丹生の池（地元観光企業合歓の郷所

有地）」については，地元志摩市が，もう 1カ所の「大谷浦（地

元観光企業アクアヴィラ所有地）」については，環境省が継続

して地元住民が参画した再生活動と新たな干潟再生の検討

を実施していくことになっている．このように地元志摩市と伊勢

志摩国立公園を管轄する環境省の再生活動への参画も得ら

れ，徐々に再生の輪が地域に広がりつつある． 
こうした一連の活動が地元志摩市にも評価された．志摩市

では総合基本計画の中で「新しい里海創生による町づくり」を

重点プロジェクトとして位置づけ，国の海洋基本計画に記載

されている「沿岸域の総合的管理」の理念を取り入れた「志摩

市里海創生基本計画」を平成 24年 3月に策定された．この

中の重点施策として，英虞湾の干潟再生が位置づけられ，市

を中心に継続して干潟再生が進められる体制が構築された．

今後，地道ではあるが，地域一帯となって第 4，第 5の干潟再
生が進むことが期待される． 

５．他海域への展開の可能性 

本活動は，地元にとどまらず，国内外からも広く注目された．

活動の内容やその成果について，マスコミ等を通じて広報し

た結果，COP10での取り上げ，世界閉鎖性海域の環境管理

に関する国際会議への講演依頼，水産庁や環境省，国交省，

伊勢湾再生会議等が主催するシンポジウム等への講演依頼，

視察の対応等々，その反響は予想以上に大きく，沿岸域の

再生手法における先進事例として高く評価された．「未利用

地の有効活用」という新たな視点からの沿岸域再生手法，縦

割り行政の枠を越えた分野横断的な取り組み等が最大の評

価要因として考えられた．先駆的な汎用モデルとして，今後

の沿岸域の再生に貢献できると考えている． 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

図 3 地元住民と行う生物観察会の様子 

 
 

まとめ 

沿岸の遊休地を干潟再生に有効活用することにより，生

物豊かな生態系が回復し，干潟としての機能を発揮する

ことが実証できた．また，地元住民を巻き込んだ再生活

動や地元への報告会などを通して，普及啓発を実施する

ことにより，干潟再生の重要性は地元志摩市内に浸透し，

結果として志摩市の基本計画の重点事業にも取り上げら

れることになった．それにあわせて，堤防を管理する農

業部局や水産部局とともに実施している「干潟再生研究

会」において，その候補地を再生するにあたっての課題

整理を実施した．その結果，湾内の他の干潟再生にもつ

ながり，新たに 2カ所の干潟再生が実現できた．さらに

今後干潟再生を実施するための，手続き等について関係

行政部局と一連の合意が形成でき，今後事業終了以降に

も継続して使用可能なマニュアルを作成した． 

また地元だけでなく，国内外からも注目された．平成 2

2 年度には COP10 が近隣の名古屋で開催されたこともあ

り，生物多様性について国内外の注目度は高く，その恩

恵を受けて，メディア等に多く取り上げられた．また平

成23年度は世界閉鎖性海域の環境管理に関する国際会議

から招待を受け，事業成果について報告した．さらにメ

ディア等で取り上げられたことが発端として，志摩市以

外の自治体や国の省庁等からの視察や講演依頼が非常に

多かった．この取り組みは，水産庁や環境省，国交省を

はじめ，伊勢湾再生推進会議など，国内の同様な問題を

有する海域への有効な先進事例になると評価された．こ

れは，沿岸遊休地というこれまで手をつけられていなか

った場所について，着目して取り組んだ本事業の新規性

と，統合的沿岸管理にもつながる，本来の縦割り行政の

枠を超えた横断的な取り組みが注目された結果であると

考えられる． 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

図 4 アオノリ体験イベントの様子 
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生物多様性・カーボンオフセットプログラム構築へ向けた 

干潟・藻場造成効果の評価 
 

 

国分秀樹・山田浩且・舘洋・畑直亜 
 

目的 

陸域では、森林等のCO2固定能が定量的に評価され、企
業がカーボンオフセットの概念を導入して、森林再生等の環

境保全活動を支援（資金的な支援）するシステムが構築され

つつある。一方で、海も高い生物生産性や CO2固定能があ

ると言われながら、具体的な調査や研究は立ち後れ、沿岸

漁場環境再生に企業等が支援する仕組みはまだない。伊勢

湾や英虞湾では干潟や藻場が1950年代以降大きく減少し、

漁獲量に影響するだけでなく、海域の貧酸素や赤潮の発生

の原因としても考えられている。そのため，早急に干潟藻場

の回復，再生を進めることにより，豊かな生態系の回復を図り，

健全な物質循環を取り戻すことが必要である．今後、漁場環

境再生事業を効率的に展開していくには、生物多様性オフ

セットやカーボンオフセットの観点から企業等が支援しやす

い仕組みを構築する必要がある。 

そこで本研究では、伊勢湾海域を対象に、既存の干潟や

アマモ場において、CO2固定能や水質浄化機能を各海域ご

とに定量的に評価し、オフセット制度導入に向けた基準づく

りを実施する。本年度は，伊勢湾北部海域の高松干潟と津

市御殿場海域を対象として，干潟の有する CO2固定能と窒

素除去量について調査検討した． 

方法 
１．干潟における CO2固定機能の観測 

干潟の有する CO2固定機能は，二枚貝類の現存量の変

化と光合成による酸素生成量のフラックスから算出した．

二枚貝については，優占種であるアサリの現存量を調査

し，現存量に貝殻の炭素含有量を乗じて年間の炭素現存

量を算出した．酸素生成量のフラックスの観測は，干潟

にアクリル製の明条件チャンバーと塩化ビニル製の暗条

件チャンバーを現地に設置して観測を行った。このチャ

ンバーは，図 1に示すように円筒形の容器に記録式の溶

存酸素センサー（WTW社製 Oxi 340i）と撹拌用の水中

ポンプにより構成される。溶存酸素センサーはチャンバ

ー上部にくるように設置し，30秒間隔で溶存酸素濃度を
記録した。なお，水中モーターの撹拌速度は干潟堆積物

の巻き上げが起こらず，かつ溶存酸素センサーの値が安

定する程度に調製した。さらにベンシックチャンバーの

測定と同時に，観測点の干潟直上水を採取し，明暗瓶法

により同様に現場で培養した。この方法により，海水中

の植物プランクトンの光合成と呼吸量を測定し，チャン

バー内の植物プランクトンによる光合成と呼吸による酸

素消費を差し引くために用いた。観測時間は 2時間を 1

セットとし，2時間後にはチャンバー内の酸素濃度をリ

セットした後，再度観測を行った。１回の観測では上記

の観測を 3セット，合計 6時間行い，大潮の晴天時に年
4回行った．干潟の総生産速度は下記の式より算出した。 

P={(DOLC-DOLB)-(DODC-DODB)}･V/S/t   (1) 

 ここで Pは干潟の総生産速度（mmolO2･m-2･h-1）， D
OLCは明チャンバー内の溶存酸素濃度（mmolO2･l-1），D

OLBは明瓶の溶存酸素濃度（mmolO2･l-1），DODC暗チャ

ンバー内の溶存酸素濃度（mmolO2･l-1），DODBは暗瓶

の溶存酸素濃度（mmolO2･l-1），Vはチャンバーの容積
（4.7L），Sはチャンバーの底面積（0.0314m2），tは観

測時間（h）である。 

結果および考察 

１．アサリ現存量からみた干潟の CO2固定機能 
高松干潟におけるアサリ現存量の変化を図 2に示す．

二枚貝の現存量調査の結果．高松干潟では，アサリ及び

イソシジミが優占種であり，毎年春と秋の 2回稚貝が定

着するが，秋の台風時の出水により大きくダメージを受

けていることが分かった．またその後生き残ったアサリ

も，潮干狩り等により，25ミリ以上は採取されてしまう

ことが明らかになった．その現存量にの貝殻の炭素含有

量を乗じて年間の炭素現存量を算出した．それぞれの貝

殻の炭素含有量は，貝殻を乾燥後 CNコーダにて計測し 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
図 1 干潟に設置したチャンバー 










